
厚生病院だより

 基　本　方　針

基　本　理　念

患 者 さ ん の 権 利 を 尊 重 し ま す。
患者さん自身で治療を選べるよう、わかりやすく十分に説明します。
地 域 の 急 性 期 医 療 を 担 い ま す。
地 域 の 医 療 ・ 介 護 機 関 と 緊 密 に 連 携 し ま す。
診 療 の 質 を 高 め る た め 、 研 鑽 ・ 研 修 に 努 め ま す。
医 療 の 安 全 確 保 に 努 め ま す。
効 率 的 で 健 全 な 病 院 経 営 を 目 指 し ま す。
職 員 が 誇 り を 持 っ て 働 け る 病 院 を 目 指 し ま す。

1．
2．
3．
4．
5．
6．
7．
8．

2019  1.  1

広報誌

第67号

信頼され、心が通う地域医療

桐生厚生総合病院
URL: ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ.ｋｏｓｅｉ-ｈｏｓｐｉｔａｌ.ｋｉｒｙｕ.ｇｕｎｍａ.ｊｐ/

〒376－0024 群馬県桐生市織姫町6番3号
TEL:0277-44-7171㈹  FAX:0277-44-7170

（編集　院外広報編集委員会）

厚生病院だより



　明けましておめでとうございます。

　平成31年、元号の区切りを迎えます。新しい元号のもと、日本の社会が様々な閉塞状況から

脱していけることを切に望みます。

　振り返れば、この30年間の平成の時代に医療は大きく変化しました。地域の人口減少、高齢

化に伴って、患者さんの年齢構成は大きく変わり、病気の内容も変わりました。持病をお持ち

の方が多くなり、急性期医療が一段落しても、そのまま自宅に帰れない患者さんも多く、自宅

あるいは施設への復帰にはリハビリなどの準備期間が必要になりました。

　どのような医療を受けるかは患者さん自身が決める方向に変わったことから、病状や治療方

針をよく理解して頂くために、医療従事者が説明に要する時間も長くなりました。

　また、次々に高度な医療が開発され、画期的な新薬も登場していますが、高額な費用のため、国全体の

医療費が高騰するおそれがあり，今後の国民皆保険制度の存続にも赤信号が灯っています。

　医師の研修医制度、専門医制度が大きく変わり、それに伴って医師の偏在：大都市圏への集中が続いて

います。群馬県全体でも医師は不足し、その中でも当院のような周辺地域での医師不足は厳しい状況です。

　このような状況の中、地域の急性期医療を維持していくためにはどうしたらよいのでしょうか。

　地域に今ある資源を有効に活用していくために、他の病院・診療所との病診連携・病病連携、

また介護・福祉・行政との連携をさらに進める必要があります。

　昨年10月から、紹介状を持たずに当院を受診される患者さんから頂いている選定療養費を初診5400円、

再診2700円に改訂致しましたが、これは地域の中核病院ではかかりつけ医からの紹介状を持った患者

さんの入院診療に専念するよう、厚生労働省が求めているためで、どうぞご理解をお願い致します。

　病院では当分、少ない医師で対応していくしかない状況で、診療科によってはご不便をおかけ

することもありますが、皆さんにはなるべく上手に病院をご利用頂ければと思います。

　また、急性期医療をより効率的に行うため、地域で不足している回復期医療（リハビリなど

急性期後の在宅への準備期間の医療）を院内でも行うよう、昨年8月より回復リハビリ病棟を

開設し、地域包括ケア病棟と併せて運用しています。

　さて、昨年は当院の財政状況に懸念が生じ、ご心配をおかけしましたこと、申し訳ありませ

んでした。桐生市みどり市の両構成市から追加のご支援をいただく事ができ、大変感謝して

おります。

　今後とも当地域における急性期の中核病院としての機能を果たしていけるよう、がん医療、

救急医療、周産期医療、災害医療などの維持に努めて参ります。また経営の健全化に向けて

努力致しますので、今年もご理解ご支援をよろしくお願い致します。

　本年が皆様にとって良い年でありますよう、お祈り致します。

とうございます。

院  長　桑 島　信
くわ　  しま まこと

院 長長
くわ しまま まことま

新年の挨拶 2019年



超急性期脳梗塞に対する脳血栓回収術

脳神経外科
はし  ば やす ひろ

脳神経外科診療部長　橋場  康弘

Neurosurgery

診療科の紹介

　当院は、桐生・みどり地区で脳外科の専門的治療が行える唯一の病院で、現在3名の常勤脳神経外科専門医で

診療を行っています。

　脳神経外科で扱うのは、①脳血管障害：脳出血、くも膜下出血、急性期脳梗塞、頚動脈狭窄、もやもや病など、

②脳腫瘍：良性脳腫瘍（髄膜腫、神経鞘腫、下垂体腺腫など）、悪性脳腫瘍（グリオーマ、転移性脳腫瘍など）、

③頭部外傷（脳挫傷、急性硬膜下（外）血腫、頭蓋骨骨折、慢性硬膜下血腫など）、④機能的疾患（正常圧水頭症、

三叉神経痛、顔面けいれん、てんかんなど）、⑤その他（感染性疾患、小児疾患など）と多岐にわたっています。

　我々のモットーは、地域の患者さんはできるだけ地域で診療し、患者さんやご家族に満足してもらえる治療を

提供し、最終的に自宅に戻れるようにすることです。そのために、最新の技術を身に付け、幅広い分野の治療を

行えるように研鑽努力しております。

　そんな中で脳外科分野で最近のトピックスとなるのは、何といっても脳血管内治療です。カテーテルを用いて切

らずに治す方法で、脳動脈瘤に対するコイル塞栓術、頚動脈狭窄症に対するステント留置術、硬膜動静脈瘻や脳動

静脈奇形に対する塞栓術、脳腫瘍の栄養血管塞栓術など年々件数も増加しております。当院では群馬県の脳血管内

治療の第一人者である、前橋老年病研究所附属病院：内藤功医師と連携して治療を行っています。また、通常の開

頭術でもナビゲーションシステムや術中神経筋電図モニタリング、蛍光診断などを積極的に取り入れ、安全性を

高める努力をしております。

　具体的な我々の取り組みをいくつか紹介します。

ずいまくしゅ

のうざしょう きゅうせいこうまくか    がい    けっしゅ ず  がい こつ こっせつ

しんけいしょうしゅ

けいどうみゃくきょうさく

のうどうみゃくりゅう そくせんじゅつ こうまくどうじょうみゃくろう

　近年脳梗塞に対する治療は様変わりしており、特に発症

8時間以内の脳主幹動脈閉塞に対するカテーテルによる血栓

回収術が広く行われるようになりました。これはステント型

や吸引型のカテーテルにより血管に閉塞した血栓を直接取り

除く治療です。治療により、症状を軽減させたり消失させた

りすることもできるようになっています。当院でも24時間体

制で治療を受け入れております。脳梗塞は時間とともに進行

完成していくため、大切なことは脳卒中を疑ったら様子を

見ないですぐに専門的医療機関を受診することです。我々は

救急隊とも勉強会を定期的に行っており、治療の適応となる

患者さんを一人でも多く受け入れる体制を整えています。 回収された血栓回収された血栓

経皮的脳血栓回収術
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5-ALAによる脳腫瘍術中蛍光診断

　当院の手術用顕微鏡（カールツァイス・ペンテロ）には蛍光診断装置が組み込

まれており、脳動脈瘤や悪性脳腫瘍の手術の際に利用しています。具体的には

脳動脈瘤の閉鎖が十分か、周囲の血管の流れが良いかなど、術中にその場で確認

することができ修正することができます。また、脳腫瘍では正常脳との境界が

不明瞭な部分を蛍光診断で判別することができ、安全性と確実性を高めることが

できます。術中ナビゲーションシステム（メドトロニック・S7）も活躍して

おり、リアルタイムに操作している部分の位置情報が画像上に映すことができる

ため、より的確な腫瘍摘出ができ安全性の向上がはかれます。

術中蛍光診断と術中ナビゲーション

術中ナビゲーションシステム

ICGによる脳動脈瘤クリッピング術中蛍光診断

3次元CTによる術前シュミレーション

　平成30年11月3日（土）に太田断層での地震発生を想定し、
BCP（事業継続計画）に基づき、災害拠点病院としてトリアージ
による緊急度・重症度を判定、重症・中等症患者を中心に多数
の傷病者を受け入れる訓練を行いました。
　当院は、万が一災害が発生した際には入院患者さん・職員の
安全を確保し、災害時の備品・食料・水を備蓄し、ライフライ
ン復旧までの医療を継続できるよう備えております。

 災 害 訓 練 実 施

BCP（事業継続計画）とは
BCP（business continuity plan）とは、災害など不測の事態により被害を受けた時でも、事業を継続していく、
あるいは中断しても早期復旧を図るために、事前に対応策を準備しておく計画です。

第5回

　現代の高度な脳外科治療は、もちろん脳外科医だけで成り立つものではありません。看護師による日々のケア

や精神的サポート、放射線診療部による三次元画像や高精細画像による綿密な術前検討、最新の放射線治療機器

による放射線治療、臨床検査部による術中神経機能モニタリング、臨床工学部によるナビゲーション、リハビリ

テーション部での回復期リハビリテーション、歯科口腔外科による口腔ケア、地域医療連携室による転院や各種

行政サービスとの橋渡しなど、多職種と連携してより良い治療ができるように一丸となって頑張っています。

　我々は、地域の中核病院脳神経外科として、高度な医療を地元で完結できることを目指し、今後も皆様のお役

に立てるように精進して参りたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。



篠 田   宏 文 先生
しの       だ　 ひろ      ふみ

桐生厚生総合病院への乗り入れについて
みどり市 電話でバス の
桐生厚生総合病院への乗り入れについて桐生厚生総合病院への乗り入れについて

※みどり市企画課：0277（76）0962

ひばりの森歯科 理事長
日本食育ネットワーク 理事

今 井   正 之 先生
いま       い　 まさ      ゆき　

桐生厚生総合病院
歯科・歯科口腔外科診療部長

講 　 師

桐生厚生総合病院  副院長兼放射線科診療部長髙 橋   満 弘
たか     はし        みつ    ひろ

司   会

※予約センター：0277（72）0011詳細について

　みどり市では、平成21年度から、事前に電話予約をすることで乗りたいバス停から降りたい
バス停まで移動できる「電話でバス」を運行しています。
　桐生市への乗り入れについては、これまでヤオコー桐生店のみでしたが、平成30年12月1日から、
更なる利便性向上を図るため、試行的に桐生厚生総合病院への乗り入れを実施しています。
　どなたでもご利用いただけますので、通院やお見舞いなどの際にぜひご利用ください。

篠 田 宏 文
しの       だ　 ひろ      ふみ ひばりの森歯科 理事長

がんサポーティブケア －口腔ケア－

［問い合わせ先］地域医療連携室　TEL 0277-44-7150　 ［主催］桐生厚生総合病院（地域がん診療連携拠点病院）

●と　き／１４：００～１６：００ （開場 １３：３０）

2/ ※桐生厚生総合病院駐車場または、桐生市市民文化会館立体駐車場をご利用ください。

参加費無料・事前申込不要

平成31年 ●と　き／１４：００～１６：００ （開場 １３：３０）
●ところ／桐生地域地場産業振興センター中3階第2ホール

〒376-0024 群馬県桐生市織姫町2番3号
●ところ／桐生地域地場産業振興センター中3階第2ホール2/22 ※桐生厚生総合病院駐車場または、桐生市市民文化会館立体駐車場をご利用ください。開催日

参加費無料・事前申込不要

平成31年

〒376-0024 群馬県桐生市織姫町2番3号

みどり市 電話でバス の

（※外来診療担当医表はホームページ内で公開していますので省略いたしました。）


